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-
和
倫
の
需
に
臨
じ
て
習
い
た
略
停
で
あ
る
。

-

X
イ
リ
孟
ウ
ジ
鳴
館
寺
町

m利
長
の
越
中
笛

=
山
に
在
っ
た
時
、
鹿
山
恕
鴎
を
金
・
搾
の
質
問
寺
か
ら

-
招
い
て
厚
〈
蹄
伏
し
た
が
、
殴
長
十
八
年
誕
に
之
を

一
高
阿
に
迎
へ
、
鍔
に
法
問
寺
を
建
て
し
晶
閉
山
と
し

一
た
。
是
を
以
て
利
長
姥
後
そ
の
雛
牌
を
法
問
寺
に
安

一
一
置
し
、
盤
域
を
東
方
政
町
の
腕
に
設
け
た
が
、
後
正

一
一
保
二
年
利
常
は
こ
L
に
一
大
墓
碑
を
建
て
、
三
年
そ

一
の
成
る
に
及
ん
で
海
老
坂
繁
久
寺
を
移
し
て
守
家
た

一
ら
し
め
た
。
利
治
文
法
問
寺
を
殴
め
利
長
の
法
諮
に

了よ
b
て
税
館
院
と
観
し
、
良
町
山
上
醤
右
衛
門
に
命

じ
、
支
那
笹
山
崎
詳
寺
の
規
模
に
従
う
て
、
承
路
三

一
年
工
を
起
さ
し
め
、
誠
治
二
年
大
部
分
の
功
を
峻

ヘ
、
そ
の
残
怒
都
顕
・
廻
廊
・
鎮
守
堂
・
浴
室
・
調
堂
等

は
寛
文
二
年
に
来
っ
て
完
成
し
た
。
こ
の
聞
に
瑚
龍

院
を
瑞
飽
寺
と
殴
め
た
が
、
寺
脱
の
初
見
は
誠
治
元

年
の
鮪
銘
に
あ
る
。
延
事
三
年
十
一
周
浴
室
火
を
失

し
、
廻
廊
・
山
門
類
焼
、
文
政
元
年
山
門
を
再
建
し
、

明
治
中
廻
廊
を
も
復
笛
し
た
。
常
寺
に
は
承
服
三
年

十
二
周
寺
領
三
百
石
を
附
せ
ら
れ
、
叉
明
勝
三
年
塔

頭
四
寺
を
建
て
た
が
、
高
治
二
年
そ
の
東
漸
院
に
五

十
.
石
、
法
性
院
・
林
制
賂
・
稲
占
賂
に
各
三
十
.
砲
を
奥

へ
ら
れ
た
。
今
仰
殿
・
法
蛍
・
総
門
を
凶
賓
と
し
、

外
に
凶
貸
後
鴎
成
天
皇
髭
翰
が
あ
る
。

ス
ウ
ガ
タ
ス
イ
ダ
撤
串
衰
探
一
m
m
0

・
享
和
二

年
金
棒
の
三
池
流
算
審
馬
淵
文
郎
の
箸
で
、
自
然
教

法
莱
積
の
和
を
越
ぺ
た
も
の
で
あ
る
。

ス
ウ
ガ
タ
テ
イ
イ
シ
ョ
ウ
ホ
ウ
設
畢
定
位
鑓
法

寛
政
十
一
年
石
黒
信
闘
の
箸
。
莱
算
及
び
除
算
に
於

い
て
敏
位
を
決
定
す
る
捷
法
を
越
べ
た
も
の
で
あ

る。ス
ウ
ゼ
ン
ジ
出
掛
穏
寺
金
棒
瓢
箪
町
に
在
っ
て
1

小
室
山
と
披
し
、
曹
洞
宗
に
臨
す
る
。
鹿
安
元
年
前

ス
イ
l

ス
カ

一
貧
困
寺
中
一
室
英
が
、
前
永
光
寺
中
一
久
外
媛
良
の
鍔
に

聾
屋
町
心
建
祉
祉
に
建
て
L
養
老
腕
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
笛
寺
に
は
菅
胸
が
記
ら
れ
て
ゐ
る
。

ス
ウ
ミ
ツ
ヨ
ウ
ロ
ン
植
密
要
論
幹
十
巻
・
校
十

=
怨
に
別
た
れ
、
元
総
五
年
有
探
永
貞
の
記
す
る

所
。
山
路
義
自
の
武
教
会
替
に
就
き
、
そ
の
門
下
に

し
て
己
の
外
叔
父
で
あ
っ
た
闘
屋
政
春
か
ら
得
た
口

訣
と
、
自
家
の
所
見
と
を
併
せ
記
し
た
も
の
で
あ

る。

合
す
る
。

ス
ガ
ナ
ミ
普
波
石
川
郡
中
村
郷
に
屈
す
る
部

務
。
貸
永
誌
に
、
漣
如
行
脚
の
際
、
道
場
を
建
て
ん

と
て
礎
石
を
集
め
、
そ
れ
に
腰
を
掛
け
た
と
て
、
俗

に
こ
の
地
を
御
腰
掛
と
い
ふ
と
あ
る
。

ス
ガ
ナ
ミ
ゴ
ウ
替
混
郷
江
沼
郡
の
古
郷
名
で
、

和
名
抄
に
『
菅
浪
、
須
加
奈
美
』
と
あ
る
。
今
大
菅

波
村
・
小
菅
波
村
が
存
す
る
。

ス
ガ
ナ
ミ
ヤ
キ
替
浪
鶴
江
沼
郡
菅
波
に
麗
し

ス
Z

淵
街
鳳
軍
部
三
井
郷
に
鴎
す
る
部
務
。
一
た
と
い
ふ
が
明
ら
か
で
な
い
。
江
沼
志
稿
に
、
『
逮
堂

ス
Z
イ
シ
淵
衡
右
臨
京
都
洲
衡
に
産
す
る
石
一
玄
関
所
撰
の
茶
湯
流
偲
醤
に
菅
波
陶
器
の
説
あ
り
。

材
。
安
山
器
質
凝
灰
器
で
、
積
赤
色
あ
る
灰
白
色
の
一
元
除
以
前
の
越
晶
に
し
て
、
商
京
に
て
是
を
有
稲
川

石
基
中
、
腕
々
に
黒
色
際
紋
物
質
を
混
じ
、
長
石
類
一
手
と
務
す
。
』
と
記
す
る
。

は
殆
ど
陶
土
化
す
る
。
質
粗
積
で
脆
く
、
短
は
重
い
。
一
ス
ガ
ハ
バ
ヤ
シ
須
川
林
江
沼
郡
に
臨
す
る
。

ス
オ
ウ
マ
チ
周
防
町
金
揮
の
萄
町
名
。
元
勝
一
源
平
盛
衰
記
に
、
『
平
家
不
v
地
し
て
山
に
入
、
極
策

九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
長
門
町
・
周
防
町
と
一
林
・
小
野
寺
林
・
須
川
林
に
鼠
入
け
れ
ば
、
源
氏
綴
て

辿
ぺ
載
せ
る
が
、
今
は
絶
え
、
そ
の
名
の
同
来
も
不
一
ひ
ら
買
に
攻
む
。
』
叉
『
去
る
四
周
下
向
に
は
、
.
平
家

別

で

あ

る

。

一

十

嵐

像

騎

な

り

し

に

、

縫

・

長

畝

・

=

一

傑

野

・

雄

松

・

盤

ス
ガ
イ
ケ
嘗
池
石
川
端
陪
川
庄
に
臨
す
る
部
一
越
・
須
川
山
中
一
時
、
所
々
の
合
戦
に
亡
び
つ
弘
、
七
高

務

。

一

除

騎

は

失

に

け

り

。

』

と

見

え

る

。

須

川

林

・

須

川

山

、

ス
ガ
イ
ケ
管
池
羽
咋
部
品
知
院
に
鴎
す
る
部
一
共
に
菅
生
石
部
紳
註
附
涯
を
さ
す
の
で
あ
ら
う
。

務

。

一

ス

ガ

ハ

ラ

替

原

m
羽
咋
郡
邑
知
院
内
菅
原
庄
に

ス
ガ
タ
Z

普
谷
江
沼
郡
奥
山
方
に
臨
す
る
部
一
周
す
る
邸
務
。
遊
興
の
廻
閥
雑
記
に
、
『
能
管
の
凶
に

wm
。
江
泊
志
稿
に
、
管
公
が
凶
守
で
あ
っ
た
時
、
そ
一
割
b
侍
り
て
菅
原
と
い
ふ
腕
に
て
、
伏
見
に
は
あ
ら

の
臣
を
し
て
開
作
せ
し
め
た
腕
で
あ
る
と
の
地
名
停
一
ぬ
野
山
を
分
け
過
ぎ
て
今
宵
か
り
ね
を
菅
原
の
塁
。
』

設
が
あ
る
。
同
替
に
ま
た
、
こ
の
村
に
大
輸
の
歎
冬
一
と
あ
る
。
元
臓
の
郷
村
名
義
抄
に
、
此
の
村
の
氏
跡

が

あ

る

と

記

せ

ら

れ

る

。

一

が

天

締

だ

か

ら

村

名

を

菅

原

と

い

ふ

と

あ

り

、

叉

能

ス
ガ
タ
-
-
イ
シ
替
谷
石
江
沼
郡
菅
谷
に
産
す
一
菅
名
跡
志
に
は
『
此
村
に
行
長
と
云
て
、
利
家
公
よ

る
石
討
。
笈
憩
紀
聞
に
、
こ
の
村
の
谷
川
の
石
滑
か
に
一
・
り
御
技
持
頂
識
の
山
廻
り
役
あ
り
。
叉
此
山
手
に
吉

し
て
、
硯
叉
は
砥
石
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
邑
人
一
野
屋
堤
と
て
、
四
十
八
谷
ヘ
入
込
し
大
誕
有
。
』
と
見

十
次
郎
硯
を
彫
っ
て
近
年
腕
々
に
貸
出
す
と
あ
る
。
一
え
る
。
天
正
八
年
九
用
綾
田
信
長
、
菅
屋
長
顕
・
縞

ス
ガ
タ

-zuハ
普
谷
川
江
沼
郡
菅
谷
領
き
う
一
富
行
清
・
前
田
利
家
を
下
し
て
能
登
の
州
事
を
掌
ら

り
か
ら
出
で
、
け
お
と
し
と
い
ふ
厨
で
大
型
寺
川
に
一
し
め
た
時
、
利
家
の
居
住
し
た
の
は
こ
の
菅
原
で
あ

ら
う
。
白
山
記
に
、
利
家
能
資
に
入
。
、
飯
山
か
ら
岡

町
離
れ
た
大
光
寺
と
い
ふ
寺
屋
敷
に
替
舗
し
た
が
、

弁
水
が
態
か
っ
た
か
ら
菅
原
へ
移
っ
た
と
あ
る
。
系

綿
に
初
め
飯
山
に
入
。
、
後
菅
原
へ
湿
っ
た
と
い
ふ

の
は
、
こ
の
意
味
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
館
跡
は

菅
原
訓
枇
南
方
の
丘
陵
に
在
っ
て
、
里
人
御
館
跡
と

も
大
納
言
山
と
も
言
う
て
ゐ
る
。
こ
の
時
管
屋
長
般

は
七
尾
に
、
縞
宿
行
請
は
宮
木
に
館
し
た
の
で
あ
っ

た。
ス
ガ
ハ
ラ
ジ
瞥
原
寺

mm咋
郡
菅
限
に
在
っ
て

天
諸
宮
の
別
賞
で
あ
っ
た
。
謎
閥
山
と
脱
し
、
そ
の

盛
時
に
は
三
十
六
坊
あ
っ
た
と
い
ふ
が
、
僅
か
に
成

宮
坊
・
濁
照
妨
の
み
残
り
、
そ
の
成
寓
坊
も
明
治
二

年
に
復
飾
し
て
.
今
は
掴
照
坊
の
み
と
な
っ
た
。

ス
ガ
ハ
ラ
シ
ョ
ウ
替
原
産
別
羽
咋
郡
に
在
っ
た
。

こ
の
庄
が
康
利
か
ら
久
安
の
頃
藤
原
義
一
頼
・
週
基
・
基

家
三
代
の
所
領
で
あ
っ
た
こ
と
、
蹴
び
に
建
仁
の
頃

北
野
天
満
宮
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
枇
の
文
書
に

よ
っ
て
知
ら
れ
、
又
承
久
三
年
詮
継
の
能
費
削
闘
撤

目
録
に
は
、
『
無
一
地
一
凶
菅
原
庄
、
武
拾
三
町
四
段
堂
、

元
時
三
年
立
努
口
』
と
見
え
る
。
後
世
亦
菅
原
庄
が

あ
る
。ス

ガ
ハ
ラ
シ
ョ
ウ
管
原
庫
羽
咋
郡
に
臨
す
る
。

務
政
時
代
で
は
、
詳
し
く
は
邑
知
院
内
菅
原
庄
と
い

ひ
、
菅
野
屋
・
石
坂
・
向
撤
・
散
問
・
所
司
原
・
杉
野
屋
・

菅
原
の
七
よ
制
が
あ
っ
た
。

ス
ガ
ハ
ラ
ジ
ン
ジ
ヤ
替
原
紳
枇
羽
咋
郡
菅
原

に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
醤
枇
記
に
、
『
菅
原
跡
枇
。
菅

原
庄
菅
原
材
銀
座
、
今
稽
=
菅
原
大
跡
刊
加
国
保
一
宮
。
往

古
以
来
北
野
天
静
祉
領
也
。
故
勤
務
云
。
』
と
あ
旬
、

叉
能
電
名
跡
志
に
は
、
『
菅
原
村
に
天
満
宮
の
大
枇

有
。
鎚
閥
山
菅
原
寺
と
い
ふ
。
匙
領
九
十
俵
也
。
別

賞
成
富
坊
・
遍
照
坊
と
て
あ
り
。
枇
領
の
内
十
五
侠

回
目
玉
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